






















































































































































































 摂取前 摂取後 p値 
体重 (kg) 53.0±5.9 52.2±6.0 0.026 
筋肉量 (kg) 38.6±3.7 38.1±3.7 0.034 
除脂肪体重 (kg) 40.9±3.9 40.3±3.9 0.030 
骨格筋量 (kg) 22.5±2.3 22.1±2.4 0.020 
体脂肪量 (kg) 22.6±3.3 22.6±3.0 0.910 
＊数値は平均値±標準偏差を示す。
 摂取前 摂取後 p値 ベース間ランニングタイム (秒) 3.01±0.13 2.87±0.13 0.001疲労感 (点) 11.0±4.3 8.0±6.8 0.096
疲労部位数(箇所) 5.4±2.5 3.6±3.3 0.092
 ＊数値は平均値±標準偏差を示す。
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